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社会資本整備関連 「スマートシティ」 について

 現状
• スマートシティは地方再生に重要。先進自治体が独自にシステム構築を進めるも、以下が問題。

① ベンダー間の制約： システムの仕様が異なり、相互接続や乗換が容易でない
② 分野間の制約： 分野ごとの独自仕様や制約があり、データの共有が困難
③ 都市間の制約： データの相互利活用が困難

 取組
• データの相互運用性や拡張性を高めるため、以下を推進

① 共通アーキテクチャの構築による、各ベンダー仕様間の接続方式標準化、公開型APIの設計
② 分野間データ基盤の整備による、各分野でのデータの流通性向上
③ 官民連携プラットフォームの運用による、都市間での経験共有や共通課題の解決

• 他方、データセキュリティやプライバシーの問題、地域独創性の確保やデータ保有権 等 検討が必要
 将来目指す姿

• 上記課題を解消し 早期のSociety5.0の社会実装
• 日本の統合的スマートシティの国際展開、都市間連携のイニシアチブ確保
• 日本のスマートシティのフィロソフィー（文化・伝統・価値・自然との調和（里山等））の提唱・反映

「都市間でのデータ利活用促進に資する相互運用性等を確保した
オープンな共通アーキテクチャの構築に関する当面の取組と目標」

12/9（月）一体改革推進委員会の論点
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スマートシティの将来像

ICTデータの
活用により、
健康寿命を延伸

キャッシュレス社会を
実現し、取引を
デジタルで完結

いつでもどこでも
必要な移動・配送
サービスを提供

エネルギー、上下水、
リサイクルなどを
地域内で最適管理

災害の情報をリアル
タイムで取得・発信し、
迅速な避難・復旧を実現

ICTを活用した
e-Learning、
遠隔教育の充実

エネルギー
水、廃棄物

教育

健康・
医療・介護

金融防災

自動走行
・自動配送

・分野横断的に様々なデータを取得・利活用
・先行都市におけるデータを利活用し他都市でもサービスを実現、地域間格差の解消

都
市
間
で
の
デ
ー
タ
利
活
用

都
市
間
で
の
デ
ー
タ
利
活
用

都市内での
データ利活用

データの蓄積と利活用における相互運用性・拡張性の確保に向けた基盤設計が課題

地域の見守りを
支援し、安心・
安全な街を実現

セキュリティ
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